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≪第１節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.5 上段。 

Aum uśan ha vai vājaśravasaḥ sarvavedasaṁ dadau； 

オーㇺ ウシャン ハ ヴォイ ヴァージャシュラヴァサㇵ 

サルヴァヴェーダサㇺ ダダウ； 

tasya ha naciketā nāma putra āsa. 

タッスャ ハ ナチケーター ナーマ プットラ アーサ 

 

【単語】英語版テキスト p.5 中段。 

・ウシャン（uśan：報酬を願い） ［儀式をすることで得られる報酬を願い］ 

・ヴァージャシュラヴァサㇵ ハ ヴォイ（vājaśravasaḥ：ヴァージャシュラ

ヴァサは） 

［ha：強調詞：全く、本当に、確かに ； vai：肯定詞：実に、誠に］ 

［（寄付行為で昔から有名な聖者の家系の）ヴァージャシュラヴァサは］ 

・サルヴァ ヴェーダサㇺ（sarva：すべての vedasam：財産、富） 

・ダダウ（dadau：与えた、寄付した） ［過去形］ 

［財産すべてを寄付するヴィッシュワジィㇳという儀式（ヤッギャ）をした］ 

 

・タッスャ（tasya：彼には）［彼＝ヴァージャシュラヴァサ］ 

・ハ ナチケーター ナーマ（ha naciketā nāma：ナチケーターという名の） 

・プットラㇵ（putraḥ：息子） 

・アーサ（āsa：いた） 

 

【訳】英語版テキスト p.5 下段。 

寄付行為で有名な聖者の家系であるヴァージャシュラヴァサは、もっと多くの

報酬（儀式の恩恵）を願って、自分の富すべてを寄付するヴィッシュワジィㇳと

いう儀式を行った。彼にはナチケーターという名の若い息子がいた。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャド 改訂版』p.44、8 行目。 

ある時、ヴァージャシュラバスの子ウシャス［＊］は神の恩恵を願い、財産すべ

てを捧げる必要のある供儀を執り行った。 

 

［＊協会書籍 注一より：底本では供儀を執り行ったのはヴァージャシュラバ

スとなっているが、サンスクリット原典に基づいてヴァージャシュラバスの子

であるウシャスに改めた］ 
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≪第２節≫  

 

【節】英語版テキスト p.6 中段。 

taṁ ha kumāraṁ santaṁ dakṣiṇāsu nīyamānāsu śraddhāviveśa 

so’manyata. 

タㇺ ハ クマーラㇺ サンタㇺ ダクシナース ニーヤマーナース シュラ

ッダーヴィヴェーシャ ソーアマンニャタ 

 

【単語】英語版テキスト p.6 中段。 

・タㇺ ハ クマーラㇺ サンタㇺ（tam ha kumāram santam：息子、ナチ

ケーターは若かった） 

・ダクシナース（dakṣiṇāsu：贈り物） ［複数］ 

・ニーヤマーナース（nīyamānāsu：捧げられた） 

・シュラッダー（śraddhā：信仰し尊敬する性質） 

・アーヴィヴェーシャ（āviveśa：中に入った）［シュラッダーが中に入った］ 

・サㇵ（saḥ：彼） 

・アマンニャタ（amanyata ：沈思黙考した） 

 

【訳】英語版テキスト p.6 下段。 

ナチケーターは父が捧げた贈り物の類を見た。ナチケーターは若かったが聖典

の教えを信仰し尊敬していた。彼はその信仰の光の中で沈思黙考した。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.44、10 行目。 

……この吝嗇
りんしょく

さ（けち。ひどい物惜しみ）を見て、彼の若い息子であるナチケ

ータスは聖典の説く真理を心に受け止めていたので、ひそかに考えた。 
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≪第３節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.7 中段。 

pitodakā jagdhatṛṇā dugdhadohā nirindriyāḥ； 

ピトーダカー ジャグダㇵトゥリンナー ドゥグダㇵドーハー ニリンドゥリ

ヤーㇵ； 

anandā nāma te lokāstān sa gacchati tā dadat. 

アナンダー ナーマ テー ローカースターン サ ガッチャティ ター ダ

ダㇳ 

 

【単語】英語版テキスト p.7 下段。 

・ピトーダカーㇵ（pitodakāḥ：水を飲み終わった）［水を飲むことができない

ほど老いている］ 

・ジャグダㇵトゥリンナーㇵ（jagdhatṛṇāḥ：草を食べ終わった）［草を食べる

ことができないほど老いている］） 

・ドゥグダㇵドーハーㇵ（dugdhadohāḥ：牛乳を出すことができない） 

・ニリンドゥリヤーㇵ（nirindriyāḥ：器官がない）［子牛を生むことができない］ 

 

・アナンダーㇵ（anandāḥ：楽しみが何もないこと） 

・ナーマ テー（nāma te：～で知られる） 

・ローカーㇵ ターン（lokāḥ tān：その世界へ tān：その、それ） 

・サㇵ（saḥ：彼は） ［＝（贈り物をする）ナチケーターの父］ 

・ガッチャティ（gacchati：行く）［現在形］ 

・ター（tā：それ） 

・ダダㇳ（dadat：与える、寄付する）［現在形］ 

 

【訳】英語版テキスト p.8 上段。 

贈り物は病気や老いでミルクも出ない、子も産まない牝牛たちである。他者への

贈り物として、そのようなものを捧げる者は、［死後］「アナンダー」といわれる

喜びや楽しみが何もない世界に行く。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.44、9 行目。 

だが彼（ナチケーターの父）は、家畜のみ、それも、使いものにならないような、

年老いたもの、不妊のもの、盲目のもの、不具のもののみを捧げるように心がけ

た。この吝嗇さを見て、彼の若い息子であるナチケータスは聖典の説く真理を心

に受け止めていたので、ひそかに考えた［←第２節に該当］。「まことに、このよ

うな無価値な犠牲をあえて捧げるような者は、完全な闇に落ちる運命にある」 
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≪第４節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.9 上段。 

sa hovāca pitaraṁ tata kasmai māṁ dāsyasīti； 

サ ホーヴァーチャ ピタラㇺ タタ カスマイ マーㇺ ダースャスィーテ

ィ； 

dvitīyaṁ tṛtīyam taṁ hovāca mṛtyave tvā dadāmīti. 

ドゥヴィティーヤㇺ トゥリティーヤㇺ タㇺ ホーヴァーチャ ムリッティ

ヤヴェー トゥヴァー ダダーミーティ 

 

【単語】英語版テキスト p.9 上段。 

・サㇵ ハ ウヴァーチャ（sa ha：彼は uvāca：言った） 

・ピタラム（pitaram：父に） 

・タタ（tata：お父さん、） 

・カスマイ（kasmai：誰に） 

・マーㇺ（māṁ：私を） 

・ダースャスィ（dāsyasi：与えますか） 

 

・ドゥヴィティーヤム（dvitīyam：ふたたび）［（父が答えなかったので）再度］ 

・トゥリティーヤム（tṛtīyam：三たび） 

・タム ハ（tam ha：彼に） 

・ウヴァーチャ（uvāca：言った） 

・トゥヴァー（tvā：あなたを） 

・ムリッティヤヴェー（mṛtyave：死の神に）［死の神＝ヤマ］ 

・ダダーミー（dadāmi：与える、寄付する）［未来形］ 

 

【訳】英語版テキスト p.9 中段。 

ナチケーターは彼の父にたずねた、「お父さん、私を誰に寄付しますか？」。［父

が答えなかったので］２回、３回、と繰り返し同じことを問うと、ついに父は答

えた、「私はお前を死の神に差し上げよう」。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.44、13 行目。 

このように思い、彼は父のもとに行って訴えた。 

「父上、私もまたあなたのものです。私を誰に与えるのですか？」 

父は答えなかった。しかしナチケータスはその質問を何度も何度も繰り返した

ので、父は我慢できずに答えた。「汝は、死の神にくれてやろう！」 
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≪第５節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.10 上段。 

bahūnāmemi prathamo bahūnāmemi madhyamaḥ； 

バフーナーメーミ プラタモー バフーナーメーミ マッディヤマㇵ； 

kiṁ svidyamasya kartavyaṁ yanmayā’dya kariṣyati. 

キㇺ スヴィッディヤマッスヤ カルタッヴィヤㇺ ヤンマヤーディヤ カリ

シュヤティ 

 

【単語】英語版テキスト p.10 上段。 

・バフーナーム エミ プラタマㇵ（bahūnām emi prathamaḥ：数多くの者

の中で私がもっとも優れている）［数多くの子供や弟子の中で］ 

・バフーナーム エミ マッディヤマㇵ（bahūnām emi madhyamaḥ：数多

くの者の中で私は次に優れている）［最も優れていなくても少なくとも次に優

れている］ 

 

・ヤマッスヤ キム スヴィッㇳ カルタッヴィヤム（yamasya kim svit 

kartavyam：ヤマが望む奉仕は何だろう？） ［svid：何 ； kim：～か？］ 

・ヤン マヤーディヤ カリシュヤティ（yan mayādya kariṣyati：私が彼のた

めに出来ること） 

 

【訳】英語版テキスト p.10 中段。 

私は確かに父の数多くの子供や弟子の中で一番の者である。そうではないとし

ても少なくとも二番目に優れた者である。［最悪の者では決してない］父はその

ような私をヤマに送るが、ヤマはどのような奉仕を望んでいるのだろうか？ 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.45、5 行目。 

それを聞いて、ナチケータスは考えた。「父上の数多い息子や弟子たちの中で、

私は最も優れたものである。少なくとも中位ではある。最悪のものではない。そ

の私が何のために死の神のもとへ行くのだろう」 
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≪第６節≫   

 

【節】英語版テキスト p.11 中段。 

anupaśya yathā pūrve pratipaśya tathā’pare； 

アヌパッシャ ヤター プールヴェー プラティパッシャ タターパレー； 

sasyamiva martyaḥ pacyate sasyamivājāyate punaḥ. 

サッスャミーヴァ マルティヤㇵ パッチャテー サッスャミーヴァージャー

ヤテー プナㇵ 

 

【単語】英語版テキスト p.11 中段。 

・アヌパッシャ（anupaśya：よく考える） 

・ヤター（yathā：たとえば） ［たとえば彼らがどのようであったか］ 

・プールヴェー（pūrve：前の） ［先祖たち；過去の偉大な魂たち］ 

・プラティパッシャ（pratipaśya：比べる、観察する） 

・タター（tathā：たとえば） 

・アパレー（apare：あとの）［あなた（ナチケーターの父）と同時代の人びと］ 

 

・サッスャム（sasyam：穀物、植物） 

・イヴァ（iva：同じように） 

・マルティヤㇵ（martyaḥ：死ぬことになっている、死を免れない） 

・パッチャッテー（pacyate：なくなる） ［穀物のように枯れ落ちる］ 

・アージャーヤテー（ājāyate：生まれる） 

・プナㇵ（punaḥ：再び） 

 

【訳】英語版テキスト p.11 下段。 

あなたの先祖たち［過去の偉大な魂たち］がどのようであったか、よくお考えく

ださい。そして今生きている偉大な魂たちがどのようになるか、よくお考えくだ

さい。穀物は育ち、そして枯れます。人間もそれと同様です。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.45、7 行目。 

しかし、父の言葉を守ろうと決めて、彼は言った。 

「父上、その誓いを悔やまれぬよう！ 既に去った者たちがどのようであった

か、また今、生きている者たちがどのようになるだろうかをよくお考えください。

穀物のように、人は熟して地に落ちます。そして、穀物のように、人は季節がめ

ぐり来れば再び生まれ出ます」 

そのように語って、少年は死の神の家へと旅立った。 

 



kathopanisad ：part １‐chapter １ 

7 

 

≪第７節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.12 中段。 

vaiśvānaraḥ praviśatyatithirbrāhmaṇo gṛhān； 

ヴァイッシュヴァーナラㇵ プラヴィッシャティヤティティルブラーフマノー 

グリハーン 

tasyaitāṁ śāntiṁ kurvanti hara vaivasvatodakam. 

タッスャイターㇺ シャーンティㇺ クルヴァンティ ハラ ヴァイヴァスヴ

ァトーダカム 

 

【単語】英語版テキスト p.12 下段。 

・ヴァイッシュヴァーナラㇵ（vaiśvānaraḥ：火、炎） 

・プラヴィッシャティ（praviśati：入る） 

・アティティ（atithiḥ：お客様、訪問客） 

・ブラーフマナㇵ（brāhmaṇaḥ：ブラーミン） 

 （＊ブラーミン＝カーストの最上階級で、儀式をしたり、聖典を教えたりする） 

・グリハーン（gṛhān：家に） 

 

・タッスャ エーターム（tasya etām：そしてその人はこのように） 

・シャーンティム（śāntim：喜ぶ） 

・クルヴァンティ kurvanti：される） 

・ハラ（hara：ください） 

・ヴァイヴァスヴァタ（vaivasvata：太陽の息子）［＝ヤマ］ 

・ウダカム（udakam：水）［水をあげる］ 

 

【訳】英語版テキスト p.12 下段。 

ブラーミンの訪問を受けたときには、彼を炎のようにもてなされなければなら

ない。定められたものを提供し、喜ばせなければならない。そこでヴァイヴァス

ヴァタ［ヤマ］は彼のために水を汲んできた。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.45、12 行目。 

しかし、神は家にいなかったので、ナチケータスは三夜の間待った。ようやく死

の神が戻ってきた時、彼の召使が言った。「一人のブラーミンが、炎の輝きのよ

うにあなたの家に入ってきましたが、あなたは不在でした。それゆえに、彼に和

解の贈り物をしなければなりません。 
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≪第８節≫ 

【節】英語版テキスト p.13 下段。 

āśāpratīkṣe saṁgataṁ sūnṛtāṁ ceṣṭāpūrte putrapaśūṁśca sarvān； 

アーシャープラティークシェー サㇺガタㇺ スーンリターㇺ チェーシュタ

ープールテー プットラパッシューㇺシュチャ サルヴァーン； 

etadvṛṅkte puruṣasyālpamedhaso yasyānaśnanvasati brāhmaṇo gṛhe. 

エータッヴリンクテー プルシャッスャーアルパメーダーソー ヤッスヤーナ

ッシュナンヴァサティ ブラーンマノー グリへー 

 

【単語】英語版テキスト p.13 下段。 

・アーシャー（āśā：希望） 

・プラティークシェー（pratīkṣe：期待） 

・サㇺガタム（saṁgatam：良い交わりの結果）［良いカルマの結果］ 

・スーンリターム（sūnṛtām：良い会話の結果）［良いカルマの結果］ 

・イシュター・プールテー（iṣtā-pūrte：iṣtāは儀式の結果；pūrteは巡礼者の 

 ために井戸を掘る、道をつくる、植樹する、宿泊施設をつくるなどの奉仕） 

・プットラ・パッシューン（putra-paśūn：子供たち、動物たち） 

・サルヴァーン（sarvān：それらすべて） 

 

・エータッㇳ（etat：それ） ［＝食事の歓待がされていない訪問客］ 

・ヴリンクテー（vṛṅkte：滅ぼす） 

・プルシャッスャー アルパメーダサㇵ（puruṣasya alpamedhasaḥ： 

 puruṣasya は人、alpamedhasaḥ はそれが理解出来ない、愚かな） 

・ヤッスヤー グリへー（yasyā gṛhe：その家で） 

・アナッシュナン（anaśnan：何も食べずに、何も飲まずに） 

・ヴァサティ（vasati：泊まる） 

・ブラーフマナㇵ （brāhmaṇaḥ：ブラーミン）［食事の歓待もなく帰る訪問客］ 

 

【訳】英語版テキスト p.12 下段。 

訪問客ブラーミンに対し、食事のもてなしを何もしないと、その家の主人の希望

も期待も粉々に砕け散る。良い交わり、良い会話、犠牲供養、寄付や井戸を掘る

などの奉仕から得た果報も、その家の家畜や子供たちも、すべて失われる。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.45、15 行目。 

慣例の儀式によって、王よ、あなたは客人を迎えなければなりません。なぜなら、

家長がブラーミンに対してしかるべき歓待を示さなければ、彼は最も欲するも

の──善業の果報、正義、息子、家畜などを失うからです」 
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≪第９節≫ 

【節】英語版テキスト p.15 中段。 

tisro rātrīryada vātsīrgṛhe me’naśnan brahmannatithirnamasyaḥ； 

ティスロー ラートリーリャダ ヴァートシールグリエ メーナシュナン ブ

ラフマンナティティルナマスャㇵ； 

namaste’stu brahman svasti me’stu tasmāt prati trīn varān vṛṇīṣva. 

ナマステーストゥ ブラフマン スヴァスティ メーストゥ タスマーㇳ プ

ラティ トゥリーン ヴァラーン ヴリニーシュヴァ 

 

【単語】英語版テキスト p.15 下段。 

・ヤット メー グリエー ティスラㇵ ラートリーㇶ（yat me gṛhe tisraḥ  

 rātrīḥ：あなたは三夜を私の家で） 

・アヴァーㇳシーㇶ（avātsīḥ：泊まった） 

・アナシュナン（anaśnan：何も食べずに） 

・ブラフマン（brahman：おお、ブラーミンよ） 

・アティティ（atithiḥ：訪問客） 

・ナマッスャㇵ（namasyaḥ：尊敬すべき、敬うべき） 

 

・ナマㇵ アストゥ（namaḥ astu：私はあなたに敬礼（挨拶）します） 

・ブラフマン テー（brahman te：ブラーミンであるあなたに） 

・メー スヴァスティ（me svasti：私が繁栄するように） 

・プラティ（prati：それぞれ） ［すなわち一夜につき一つとして］ 

・トゥリーン ヴァラーン ヴリニーシュヴァ（trīn varān vṛṇīṣva：三つの願い 

（恩恵）を願い出てください） 

 

【訳】英語版テキスト p.16 上段。 

［ヤマはナチケーターに］「あなたは私の訪問客で、ブラーミンでもあられる。

私はあなたに多くの敬意を払い、ご挨拶します。どうか私の繁栄を祈り、祝福し

てください。ブラーミンよ、あなたは私の家に来て三日三晩を何も食べずに過ご

しました。一夜に一つとして、どうぞ三つの願いを私に願い出てください」 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.46、4 行目。 

そこで、死の神はナチケータスに近づき、礼を尽くした言葉で彼を迎えた。「お

お、ブラーミンよ」と、死の神は言った。「汝に敬礼する。汝は実に、あらゆる

尊敬に値する賓客である。願わくば、いかなる災いもわが身に降りかからぬこと

を。汝は三夜をわが宅で過ごしたのに、わがもてなしを受けられなかった。それ

ゆえに、一夜につき一つとして、三つの恩恵を求めよ」 
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≪第１０節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.17 上段。 

śāntasaṁkalpaḥ sumanā yathā syādvītamanyurgautamo mā’bhi mṛtyo； 

シャーンタサㇺカルパㇵ スマナー ヤター スャードヴィータマンニュルガ

ウタモー マービ ムリッティヨー； 

tvatprasṛṣṭaṁ mā’bhivadetpratīta etat trayāṇāṁ prathamaṁ varaṁ vṛṇe. 

トヴァッㇳプラスリィシュタㇺ マービィヴァデーㇳプラティータ エータッ

ㇳ トゥラヤーナーㇺ プラタマーㇺ ヴァラㇺ ヴリネー 

 

【単語】英語版テキスト p.17 上段。 

・シャーンタサㇺカルパㇵ（śāntasaṁkalpaḥ：心配から解放される） 

・スマナーㇵ（sumanāḥ：陽気に） 

・ヴィータマンニュ（vītamanyuḥ：静かになる、あまり怒らない） 

・ガウタモー（gautamo：私のお父さん） 

・マー アビ（mā abhi：私に） 

・ムリッティヨー（mṛtyo：おお、死神［ヤマ］よ） 

 

・トヴァッㇳ プラスリィシュタム（tvat prasṛṣṭam：あなたが私を帰した時） 

・マー アビ ヴァデーㇳ（mā abhi vadet：いつものように私に話しかける） 

・ヤター スャート プラティータ（yathā syāt pratītaḥ：私を見てすぐ判る） 

・エータッㇳ トゥラヤーナーム（etat trayāṇām：三つの願いの中の） 

・プラタマーム ヴァラム ヴリネー（prathamam varam vṛṇe ： 私の一番 

 最初の願いです） 

 

【訳】英語版テキスト p.17 中段。 

［ナチケーターは答えた］「死神よ。父が、心配から解放され陽気になり、私へ

の怒りもなくなり、あなたの場所から戻ったときに私だと分かり、以前と同じに

愛してくれますように。これが三つのうちの最初の願いです」 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.46、9 行目。 

「おお、死の神よ」と、ナチケータスは答えた。「どうかそのように。最初の恩

恵として、私は、父が私を案じることのないように、彼の怒りが融けるように、

そしてあなたが私を彼のもとへ送り返した時に、彼が私を認め、喜んで迎えてく

れるように、願います」 
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≪第１１節≫ 

【節】英語版テキスト p.18 中段。 

yathā purastād bhavitā pratīta auddālakirāruṇirmatprasṛṣṭaḥ； 

ヤター プラスタード バヴィター プラティータ アウッダーラキルアール

ニルマㇳプラスリシュタㇵ； 

sukhaṁ rātrīḥ śayitā vītamanyustvāṁ dadṛśivānmṛtyumukhāt pramuktam. 

スッカㇺ ラートリー シャイター ヴィータマンニュスㇳヴァーㇺ ダァド

リッシバーンムリトュムカーㇳ プラムクタム 

 

【単語】英語版テキスト p.18 下段。 

・ヤター プラティータㇵ（yathā pratītaḥ：彼が前と同じように愛す） 

・プラスターㇳ（purastāt：以前） ［すなわち、ヤマの所に来る以前］ 

・バヴィター（bhavitā：残るだろう） ［未来形］ 

・アウッダーラキ（auddālakiḥ：アウッダーラカ（聖者の名前）の息子） 

・アールニ（āruṇiḥ：アルナの息子） 

［アウッダーラカ・アルナの息子＝ナチケーターの父］ 

・マット プラスリシュタㇵ（mat prasṛṣṭaḥ：あなたを［父の元へ］帰す） 

 

・スッカム ラートリー シャイター（sukham rātrīḥ śayitā： 

［あなたの父は、心配がなくなり］よく眠れるようになるだろう） ［未来形］ 

・ヴィータマンニュフ（vītamanyuḥ：怒ることはない） 

・ㇳヴァーㇺ ダァドリッシバーン（tvām dadṛśivān：彼があなたに再会する 

 時） 

・ムリトュムカーㇳ（mṛtyumukhāt：死から） 

・プラムクタㇺ（pramuktam：［死から］解放されて） 

 

【訳】英語版テキスト p.18 下段。 

［ヤマは答えた］「アウッダーラカ・アルナの息子であるあなたの父は、以前は

あなたを愛していました。私は自分の意向によってあなたを帰しますが、帰って

も父上は前と同じようにあなたを愛します。帰るまでに、父上を安心してよく眠

れるようにします。あなたが死から解放されて、生き返って再会しても、父上が

怒ることはありません」 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.46、12 行目。 

「わが意向によって」と、死の神は言明した。「汝の父は汝を認め、今までのよ

うに汝を愛するであろう。生きた汝を見て、汝の父は冷静な思考を取り戻し、

安らかに眠るだろう」 
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≪第１２節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.19 中段。 

svarge loke na bhayaṁ kiṁcanāsti na tatra tvaṁ na jarayā bibheti； 

スヴァルゲー ローケー ナ バヤㇺ キㇺチャナースティ ナ タットラ 

ㇳヴァㇺ ナ ジャラヤー ビベーティ； 

ubhe tīrtvā’śanāyāpipāse śokātigo modate svargaloke. 

ウベー ティールトゥヴァーシャナーヤーピパーセー ショーカーティゴー 

モーダテー スヴァルガローケー 

 

【単語】英語版テキスト p.19 下段。 

・スヴァルゲー ローケー（svarge loke：天国で） 

・キㇺチャナ バヤム ナ アスティ（kiṁcana bhayam na asti：恐れが無 

 い） 

・タットラ（tatra：そこ［天国］には） 

・ㇳヴァㇺ（tvam：あなた）［＝ヤマ］ 

・ナ チャ ジャラヤー ビベーティ（na ca jarayā bibheti：老いるという恐 

 れも無い） 

 

・ウベー アーシャナーヤー ピパーセー ティールトゥヴァー（ubhe 

aśanāyā pipāse tīrtvā：飢えと渇きを克服する） 

・ショーカーティゴー（śokātigo：悲しみを超えている） 

・モーダテー（modate：楽しむ） 

・スヴァルガローケー（svargaloke：天国で） 

 

【訳】英語版テキスト p.19 下段。 

［ナチケーターは言った］「天国にはいかなる恐れもありません。死神よ、天国

にあなたの影響が及ぶことはなく、したがって老いることへの恐怖もありませ

ん。飢えと渇きが人を悩ませることもありません。苦しみや悲しみもありません。

天国では誰もが喜び楽しみます。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.46、14 行目。 

次に、ナチケータスは言った。「天界には、いかなる恐れもありません。死の神

よ、あなたもそこにはおらず、老いるという思いが人を恐れさすこともありませ

ん。そこでは、飢えからも渇きからも自由になり、悲しみから遠く離れて、すべ

てのものが喜び、楽しみます。 
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≪第１３節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.21 上段。 

sa tvamagniṁ svargyamadhyeṣi mṛtyo prabrūhi tvaṁ śraddadhānāya 

mahyam； 

サ ㇳヴァマグニㇺ スヴァルギャㇺアッディェーシ ムリッティョー プラ

ッブルーヒ ㇳヴァㇺ シュラッダダーナーヤ マッヒャム； 

svargalokā amṛtatvaṁ bhajanta etad dvitīyena vṛṇe vareṇa. 

スヴァルガローカー アムリタッㇳヴァㇺ バジャンタ エータッド ドゥヴ

ィティーイェーナ ヴリネー ヴァレーナ 

 

【単語】英語版テキスト p.21 中段。 

・サㇵ ㇳヴァム スヴァルギャム（saḥ tvam svargyam：天国への道） 

・アグニム（agnim：火） ［火の儀式］ 

・アッディェーシ（adhyeṣi：～について知っている） 

・ムリッティョー（mṛtyo：おお、死神よ） 

・マッヒャム プラッブルーヒ（mahyam prabrūhi：私に説明してください） 

・シュラッダダーナーヤ（śraddadhānāya：信仰をもっている） 

 

・スヴァルガローカーㇵ（svargelokāḥ：天国にいる人びと） 

・アムリタッㇳヴァム（amṛtatvam：不死） 

・バジャンテー（bhajante：楽しむ） 

・エータッㇳ（etat：これ） ［すなわち、火の儀式についての知識］ 

・ドゥヴィティイェーナ ヴァレーナ（dvitīyena vareṇa：私の二番目の願いと 

 して） 

・ヴリネー（vṛṇe：祈る） 

 

【訳】英語版テキスト p.21 下段。 

死神よ、あなたは天国へと導く火の儀式についてご存じです。どうかそれを私に

説明してください。私は信仰を持つ者です。天国に住む者たちは不死を楽しみま

す。火の儀式についての知識は、私の二つ目の願いです」 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.47、2 行目。 

王よ、あなたは、天界へと導く火の供犠を知っています。その供犠を私に教えて

ください。なぜなら、私は誠心に満ちているから。これが私の二つ目の願いです」 
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≪第１４節≫ 

【節】英語版テキスト p.22 下段。 

pra te bravīmi tadu me nibodha svargyamagniṁ nachiketaḥ prajānan； 

プラ テー ブラヴィーミ タドゥ メー 二ボーダ スヴァルギャマグニㇺ 

ナチケータㇵ プラジャーナン； 

anantalokāptimatho pratiṣṭhāṁ viddhi tvametaṁ nihitaṁ guhāyām. 

アナンタローカープティマトー プラティッシュターㇺ ヴィッディ ㇳヴァ

メータㇺ 二ヒタㇺ グハーヤーム 

 

【単語】英語版テキスト p.23 上段。 

・テー プラブラヴィーミ タッㇳ ウ（te prabravīmi tat u：私はそれをあな 

 たに説明する） 

・メー 二ボーダ（me nibodha：注意深く私の言うことを聞いて） 

・スヴァルギャム アグニム プラジャーナン（svargyam agnim prajānan： 

 天国へ導く火の儀式というものについて、私はよく知っている） 

・ナチケータㇵ（nachiketaḥ：おお、ナチケーターよ） 

 

・アナンタローカープティム（anantalokāptim：天国へ行く） ［不死を得る］ 

・アトー プラティッシュターム（atho pratiṣṭhām：宇宙の基礎）［宇宙を支 

 えるもの］ 

・ヴィッディ（viddhi：理解してください） 

・ㇳヴァム（tvam：あなた） 

・エータム（etam：この） ［火の儀式のこと］ 

・グハーヤーム 二ヒタム（guhāyām nihitam：洞穴の中に隠れている） 

［洞穴とは人間の心のこと。また、ここでの人間とは賢者のこと］ 

 

【訳】英語版テキスト p.23 中段。 

［ヤマは言った］「ナチケーターよ、天国へ導く火の儀式について、私はよく知

っている。私はそれをあなたに詳しく説明しよう。どうか注意深く聞き、理解す

るように努めて欲しい。この火の儀式は、不死を得るための手段であるだけでな

く、この宇宙を支えているものだということを、どうか覚えておくように。それ

は賢者の心の中に隠されているものである」 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.47、4 行目。 

死の神は言った。「私は天国に導く火の供犠をよく知っている、そしてそれをあ

なたに説明しよう。聞きなさい。この火は天界に導く手段であることを知りなさ

い。それは宇宙の基礎であり、賢者の霊性の心臓の中に隠されている」 
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≪第１５節≫ 

【節】英語版テキスト p.25 中段。 

lokādimagniṁ tamuvāca tasmai yā iṣṭakā yāvatīrvā yathā vā； 

ローカーディマグニㇺ タムヴァーチャ タスマイ ヤー イシタカー ヤー

ヴァティールヴァ ヤター ヴァー； 

sa cāpi tatpratyavadadyathoktamathāsya mṛtyuḥ punarevāha tuṣṭaḥ. 

サ チャーピ タットプラッティャヴァダディトークタマタースャ ムリッテ

ュフ プナレーヴァーハ トゥシュタㇵ 

 

【単語】英語版テキスト p.25 下段。 

・ローカー（lokā：世界） 

・アーディム（ādim：始め） 

 ［lokā-adim：世界の始まり］ 

・アグニム（agnim：火について） 

・タム（tam：それ） ［いまの話題のこと］ 

・ウヴァーチャ（uvāca：説明した） 

・タスマイ（tasmai：彼 ［ナチケーター］ に） 

・ヤーㇵ（yāḥ：どんな種類の） 

・イシタカーㇵ（iṣṭakāḥ：レンガ） ［火の儀式の祭壇に使うレンガ］ 

・ヤーヴァティーﾋ ヴァー（yāvatīḥ vā：または、どれくらい） 

・ヤター ヴァー（yathā vā：［点灯の］方法） 

 

・サㇵ チャ アピ（saḥ ca api：彼 ［ナチケーター］ もまた） 

・タッㇳ（tat：同じ） 

・プラッティャヴァダッㇳ（pratyavadat：繰り返す） 

・ヤター ウクタム（yathā uktam：言ったように）［ヤマが説明したように］ 

・アタ（atha：それから） 

・アッスャ（asya：これ ［ナチケーターが正しく繰り返したこと］ について） 

・ムリッテュフ（mṛtyuḥ：死神ヤマ） 

・プナㇵ エーヴァ（punaḥ eva：もっと） 

・アーハ（āha：言った） 

・トゥシュタㇵ（tuṣṭaḥ：喜んで） 

 

【訳】英語版テキスト p.25 下段。 

ヤマはナチケーターに、火は、世界の始まり [＝存在があらわれた最初の段階 

＊the first embodied existence] だと言った。それから彼は、火の儀式をど

のように執り行うかを説明した。儀式用の祭壇の作り方、つまりどんな種類のレ



kathopanisad ：part １‐chapter １ 

16 

 

ンガを使うか、どのように祭壇をととのえるかを話した。火をどのように点火す

るかについても話した。ナチケーターがヤマの説明したことすべてを正しく繰

り返すと、ヤマは喜んだ。そして彼は言った、 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.47、7 行目。 

死の神、世界の源である火の供犠に関して、どのようなレンガが祭壇の為に必要か、

また儀式のための火がどれだけ、どのように灯されたかについて話した。ナチケータ

スもまた、彼に話された様にその全てをくり返した。そして死の神は、喜んで再び話し

た。 
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≪第１６節≫ 

【節】英語版テキスト p.26 下段。 

tamabravīt prīyamāno mahātmā varaṁ tavehādya dadāmi bhūyaḥ； 

タマブラヴィーㇳ プリーヤマーノ マハートマー ヴァラㇺ  

タヴェーハーッディヤ ダダーミ ブーヤㇵ； 

tavaiva nāmnā bhavitā’yamagniḥ sṛṅkāṁ cemāmanekarūpāṁ gṛhāṇa. 

タヴァイヴァ ナームナー バヴィターヤマグニㇶ スリンカーㇺ  

チェーマーマネーカルーパーㇺ グリハーナ 

 

【単語】英語版テキスト p.26 下段。 

・タム （tam：彼［ナチケーター］に） 

・アッブラヴィーㇳ（abravīt：言った） 

・プリーヤマーナㇵ （prīyamānaḥ：喜んで） 

・マハーアートマー（mahā-ātmā：偉大な魂（アートマン）［であるヤマ］は） 

・ヴァラㇺ （varam：恵み、恩恵、願い） 

・タヴァ （tava：あなたに） 

・イハ （iha：この） ・アッディヤ （adya：今） 

・ダダーミ （dadāmi：私はあげます） 

・ブーヤㇵ （bhūyaḥ：もう一度、もう一つ） 

 

・タヴァ エーヴァ ナームナー （tava eva nāmnā：あなたの名前で） 

・バヴィター （bhavitā：～となる） ［知られるようになる］ 

・アヤム （ayam：この） 

・アグニㇶ （agniḥ：火） 

・スリンカーム （sṛṅkām：首飾り） 

・チャ （ca：～もまた） 

・イマーム （imām：この） 

・アネーカ ルーパーム（aneka-rūpām：いろいろな形の） ［素晴らしい］ 

・グリハーナ（gṛhāṇa：もらう、受け取る） 

 

【訳】英語版テキスト p.27 中段。 

その偉大なアートマン、ヤマはたいそう喜びナチケーターに言った、「あなたに

あげたいさらなる恵みがある。［その恵みとは］この火の儀式はあなたの名前で

呼ばれることになろう。また、この素晴らしい首飾りも受け取るように」。 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.47、9 行目。 

そして死の神は、喜んで再び話した。「私は汝にもう一つ余分に恩恵を与えよう。

これからは汝の名にちなんで、この供儀はナチケータス供儀と呼ばれるだろう。 
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≪第１７節≫ 

【節】英語版テキスト p.28 上段。 

triṇāciketastribhiretya sandhiṁ trikarmakṛt tarati janmamṛtyū; 

トゥリナーチケータストゥリビレーティヤ サンディㇺ 

トゥリカルマクリッㇳ タラティ ジャンマムリッティュー； 

brahmajajñaṁ devamīḍyaṁ viditvā nicāyyemāṁ śāntimatyantameti. 

ブラㇷマジャッギャㇺ デーヴァミーッディヤㇺ ヴィディッㇳヴァー 

ニチャーイエーマーㇺ シャーンティマッティヤンタメーティ 

 

【単語】英語版テキスト p.28 中段。 

・トゥリ ナーチケータㇵ （tri-nāciketaḥ： ナチケーター儀式を三度おこなう） 

・トゥリビㇶ （tribhiḥ：三人から） ［三人 ＝ 母、父、師］ 

・エーッティヤ（etya：それをもらって） 

・サンディㇺ（sandhim：近くで） 

・トゥリビㇶ サンディㇺ エーッティヤ（tribhiḥ sandhim etya： 

 母、父、そして師からヴェーダを学び；善き人々の元で学び育てられ） 

・トゥリ カルマ クリッㇳ （tri-karma-kṛt：三つのことをおこなう） 

 ［三つとは、儀式をおこなうこと、寄付をすること、ヴェーダを勉強すること］ 

・タラティ（tarati：超越する） 

・ジャンマ ムリッティュー （janma-mṛtyū：誕生と死） 

 

・ブラフマ ジャ ギャム（brahma-ja-jñam： 

 ブラフマンから生まれた全知、すなわちヴィラート） 

・デーヴァム（devam：知識の源であるもの） 

・イーッディヤム（īḍyam：崇拝すべき） 

・ヴィディッㇳヴァー（viditvā：知られている） ［聖典によって知られている］ 

・ニチャーヤヤ （nicāyya：～と一つになる） 

・イマーム （imām：これ） ［すなわち、直接経験］ 

・シャーンティム （śāntim：平安、幸福） 

・アティヤンタム （atyantam：無限） ・エーティ（eti：得る、達成する）

  

 

【訳】英語版テキスト p.29 上段。 

母、父、師の三人からヴェーダを学び適切に育てられ、ナチケーター儀式と称さ

れた供犠を三度おこない、さらに三つのこと［さまざまな儀式を行う、寄付をす

る、ヴェーダを学ぶ］をおこなう人はその結果生死を超越することができる。 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』 （この節は省略されている） 



kathopanisad ：part １‐chapter １ 

19 

 

≪第１８節≫ 

【節】英語版テキスト p.30 中段。 

triṇāciketastrayametadviditvā ya evaṁ vidvāṁścinute nāciketam; 

トゥリナーチケータストラヤメータッﾄﾞ ヴィディッㇳヴァー ヤ エーヴァ

ㇺ ヴィﾄﾞヴァーㇺ シュチヌテー ナーチケータㇺ； 

sa mṛtyupāśān purataḥ praṇodya śokātigo modate svargaloke. 

サ ムリッティユパーシャーン プラタㇵ プラノーディヤ  

ショーカーティゴー モーダテー スヴァルガローケー 

 

【単語】英語版テキスト p.30 中段。 

・トゥリ ナーチケータㇵ （trināciketaḥ： ナチケーター儀式を三度おこなう） 

・トラヤム （trayam：三つのこと） 

 ［三つとは、儀式に使うレンガの種類、その数、儀式の様式］ 

・エータッㇳ （etat：前に話した） 

・ヴィディッㇳヴァー（viditvān：知ること） 

・ヤㇵ （yaḥ：彼） 

・エーヴァム （evam：このような方法で） 

・ヴィﾄﾞヴァーン（vidvā：知ることで、この知識によって） 

・チヌテー （cinute：礼拝する） 

・ナーチケータム （nāciketam：その火の儀式） ［ナチケーター儀式のこと］ 

 

・サㇵ （saḥ：その人） 

・ムリッティユパーシャーン （mṛtyupāśān：束縛から） 

・プラタㇵ （purataḥ：死ぬ前であっても） 

・プラノーディヤ（praṇodya：解放される） 

・ショーカ アティ ガㇵ （śoka-ati-gaḥ：すべての苦しみ悲しみを超越する） 

・モーダテー （modate：楽しむ） 

・スヴァルガローケー （svargaloke：天国で） 

［天国で、自分はヴィラートと一つになって楽しむ］ 

 

【訳】英語版テキスト p.31 上段。 

火の儀式について詳しく知る者、つまり［前に話した］儀式用の祭壇をつくるた

めのレンガの種類、数、どのように儀式を進行し礼拝するかを知る者、そしてナ

チケーター儀式を［つねに自分とヴィラートは一つであると理解しながら］三度

おこなう者は、死ぬ前であっても、束縛から解放され、すべての苦しみ悲しみを

超越して天国でヴィラートと一体となり楽しむことができる。 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』 （この節は省略されている） 
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≪第１９節≫ 

 

【節】英語版テキスト p.31 下段。 

eṣa te’gnirnaciketaḥ svargyo yamavṛṇīthā dvitīyena vareṇa; 

エーシャ テーグニルナチケータㇵ スヴァルグヨー ヤマヴリニーター  

ドヴィティーイェーナ ヴァレーナ； 

etamagniṁ tavaiva pravakṣyanti janāsa-stṛtīyaṁ varaṁ naciketo vṛṇīṣva. 

エータマグニㇺ タヴァイヴァ プラヴァクシュヤンティ  

ジャナーサ ストゥリティーヤㇺ ヴァラㇺ ナチケートー ヴリニーシュヴァ 

 

【単語】英語版テキスト p.31 下段。 

・エーシャㇵ スヴァルガㇵ アグニヒ （eṣaḥ svargyaḥ agniḥ： 

 ［たった今、あなたに与えた］ 天国へと導くこの儀式） 

・テー（te：あなたに） 

・ナチケータㇵ （nachiketaḥ：おお、ナチケーターよ） 

・ヤㇺ （yam：それ） ［この儀式にまつわる願い］ 

・アヴリニーターㇵ （avṛṇīthāḥ：あなたは～が欲しいと頼んだ） 

・ドヴィティーイェーナ ヴァレーナ （dvitīyena vareṇa： 

 あなたの２番目の願いとして） 

 

・エータム マグニム （etam agnim：その火） ［その火の儀式を］ 

・タヴァ エーヴァ （tava eva：あなたの名前で） 

・プラヴァクシュヤンティ （pravakṣyanti：～と呼ぶ） 

・ジャナーサㇵ （janāsaḥ：人びとは） 

・トゥリティーヤム ヴァラム （tṛtīyam varam：三番目の願い） 

・ナチケータㇵ （nachiketaḥ：おお、ナチケーターよ） 

・ヴリニーシュヴァ （vṛṇīṣva：求めよ） 

 

【訳】英語版テキスト p.32 上段。 

［ヤマは言った］「おお、ナチケーター。あなたは二番目の願いとして、天国へ

と導く火の儀式についての知識を教えてほしいと私に頼んだ。それを今教えて

私は願いを叶えた。人々はその火の儀式を『ナチケーターアグニㇺ』と呼ぶだろ

う。さて、では三番目の願いを求めよ」 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.47、11 行目。 

さあ、三番目の恩恵を選ぶように」 
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≪第２０節≫ 

【節】英語版テキスト p.32 下段。 

yeyaṁ prete vicikitsā manuṣye-’stītyeke nāyamastīti caike; 

イェーヤㇺ プレーテー ヴィチキッサー マヌシュエー‐ 

スティーティエーケー ナーヤマスティーティ チャイケー； 

etadvidyāmanuśiṣṭastvayā’haṁ varāṇāmeṣa varastṛtīyaḥ. 

エータッﾄﾞ ヴィッディヤーマヌシシュタスㇳヴァヤーハㇺ 

ヴァラーナーメーシャ ヴァラストゥリティーヤㇵ 

 

【単語】英語版テキスト p.32 下段。 

・ヤー イヤㇺ ヴィチキッサー （yā iyam vicikitsā：これは共通の議論です） 

・プレーテー マヌシュエー （prete manuṣye：人が死ぬときには） 

・アスティ イティ （asti iti：残る） 

［死んだ人に関する、魂や、残存する何かが続く］ 

・エーケー （eke：ほかの） ［ほかの人は ～と言う］ 

・アヤム （ayam：これ） 

・ナ アスティ イティ （na asti iti：残らない、続かない）［na は否定を表す］ 

・チャ エーケー （ca eke：また、ほかの人は ～と言う） 

 

・アハム エータッㇳ ヴィッディヤーム （aham etat vidyām：私はこれを

知りたい） 

・アヌシシュタㇵ （anuśiṣṭaḥ：教えられる ＊受け身） 

・トヴァヤー（tvayā：あなたから） ・ヴァラーナーム（varāṇām：恵みの内の）  

・エーシャㇵ ヴァラㇵ トリティーヤㇵ（eṣaḥ tṛtīyaḥ varaḥ：これは三つ目

の願いです） 

 

【訳】英語版テキスト p.33 中段。 

[ナチケーターは言った]「人が死ぬとき、いつも起こる共通の議論があります。 

それは、人には死後にも続くなにか［たとえば魂など］があるのか、というもの

です。ある人々は続くものあるといい、ほかの人々はないと言います。私はその

答えをあなたから拝聴したい。これが三つ目の願いです」 

  

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.47、12 行目。 

そこでナチケータスは心中に思いめぐらしてから言った。 

「人が死ぬと、こういう疑問が起こります。ある人は、彼は存在する、と言い、

またある人は、彼は存在しない、と言います。あなたの教えによって、私は真実

を知りたいと思います。これが私の三つ目の願いです」 
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≪第２１節≫ 

【節】英語版テキスト p.34 上段。 

devairatrāpi vicikitsitaṁ purā na hi suvijñeyamaṇureṣa dharmaḥ； 

デーヴァイラトラーピ ヴィチキッシタㇺ プラー 

ナ ヒ スヴィッギェーヤマヌレーシャ ダルマㇵ； 

anyaṁ varaṁ naciketo vṛṇīṣva mā moparotsīrati mā sṛjainam. 

アンニャㇺ ヴァラㇺ ナチケートー ヴリニーシュヴァ 

マー モーパロートシーラティ マー スリジャイナㇺ 

 

【単語】英語版テキスト p.34 中段。 

・アットラ（atra：これについて） 

・デーヴァイㇶ アピ プラー ヴィチキッシタム 

 （devaiḥ api purā vicikitsitam：神々さえ昔は疑いがあった） 

・ヒ（hi：なぜなら） 

・エーシャﾊ ダルマㇵ アヌフ（eṣaḥ dharmaḥ aṇuḥ： 

 それ［アートマン、英語テキストでは Self］の本性はそれほど精妙） 

・ナ スヴィッギェーヤム（na suvijñeyam：理解することは難しい） 

 

・ナチケータㇵ（naciketaḥ：おお、ナチケーターよ） 

・アンニャㇺ ヴァラム ヴリニーシュヴァ（anyam varam vṛṇīṣva： 

 別の願いにしてください） 

・マー マー ウパロートシーㇶ（mā mā uparotsīḥ： 

 大変な頼みを私にしないでください） 

・マー エーナム アティスリジャ（mā enam atisṛja： 

 願いを取り下げてください） 

 

【訳】英語版テキスト p.34 中段。 

かつては神々でさえも、あなたの疑問と同じことに疑いを抱いていた［神は人間

より知識が深く純粋だが、その神々さえ、昔は真理やアートマンについて疑いが

あった］。なぜなら、アートマン（Self、真我）の本性はとても精妙で、それを

理解することは難しいからだ。おお、ナチケーターよ、別の恩恵を申し出てくだ

さい。私にこの質問をしないでください。その願いを取り下げてください。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.48、1 行目。 

「否」と、死の神は答えた。「神々でさえ、かつてこの神秘によって惑わされた。

このことに関する真実は実にとらえ難く、理解しがたい。ほかの恩恵を選べ、ナ

チケータスよ」 
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≪第２２節≫ 

【節】英語版テキスト p.36 上段。 

devairatrāpi vicikitsitaṁ kila tvaṁ ca mṛtyo yanna sujñeyamāttha； 

デーヴァイラットラーピ ヴィチキッシタㇺ キラ 

トゥヴァㇺ チャ ムリッティヨー ヤンナ スッギェーヤマーッタㇵ； 

vaktā cāsya tvādṛganyo na labhyo nānyo varastulya etasya kaścit. 

ヴァクター チャースヤ トゥヴァードゥリガンニョー ナ ラッビヨー 

ナーンニョー ヴァラストゥルィヤ エータッスヤ カシュチィㇳ 

 

【単語】英語版テキスト p.36 中段。 

・デーヴァイㇶ（devaiḥ：神々によって） 

・アットラ（atra：これについて） 

・アピ（api：～さえ） 

・ヴィチキッシタム（vicikitsitam：疑ってきた） 

・キラ（kila：本当に） 

・トゥヴァム（tvam：あなた） 

・チャ（ca：そして） 

・ムリッティヨー（mṛtyo：おお、死神よ） 

・ヤッﾄ（yat：なぜなら） 

・ナ（na：～ではない）［= not］ 

・スッギェーヤム（sujñeyam：よく理解されて） 

・アーッタ（āttha：［あなたが］言っている） 

 

・ヴァクター（vaktā：師、先生） 

・チャ（ca：そして） 

・アッスヤ（asya：これについて） 

・トゥヴァードゥリック ア二ャㇵ ナ ラッビャㇵ 

 （tvādṛk anyaḥ na labhyaḥ：あなたのような人はいない） 

 ［あなたほどの先生を見つけることはできない］ 

・ナ アンニャㇵ（na anyaḥ：他にない） 

 ［別の／他の（願い）はない］ 

・ヴァラㇵ（varaḥ：願い、恩恵） 

・トゥルィヤㇵ（tulyaḥ：～に等しい） 

・エータッスヤ（etasya：これについて） 

・カシュチィㇳ（kaścit：～はすべて） ［＝whatsoever］ 

 ［このテーマについて（エータッスヤ）、これほどの願いは（ヴァラㇵ トゥルィヤㇵ）、

他には全くありません（ナ アニャㇵ カシュチィㇳ）］ 
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【訳】英語版テキスト p.36 下段。 

［ナチケーターは答えた］おお、死神よ、「昔は神々でさえこの事柄について論

争した」と神々の一人であられるあなた自身がおっしゃいました。そして「真我

（Self、アートマン）を知るのは簡単ではない」とおっしゃいました。他にあな

たほどの先生を見つけることはできません。またこれ以上の尊い願いがあるで

しょうか。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.48、3 行目。 

しかし、ナチケータスは折れようとしなかった。「死の神よ、あなたは言います。

神々でさえ、かつてこの神秘に惑わされた。そしてそれは理解しがたい、と。ま

ことに、それを説くことのできる、あなたより優れた師はありません。──そし

て、これに匹敵する恩恵は他にありません」 

それに対し、再びナチケータスを試みようと、死の神は繰り返した。 
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≪第２３節≫ 

【節】英語版テキスト p.37 下段。 

śatāyuṣaḥ putrapautrān vṛṇīṣva bahūn paśūn hastihiraṇyamaśvān; 

シャターユシャㇵ プットラパウットラーン ヴリニーッシュヴァ 

バフーン パシューン ハスティヒランニャマッシュヴァーン； 

bhūmermahadāyatanaṁ vṛṇīṣva svayaṁ ca jīva śarado yāvadicchasi. 

ブーメールマハダーヤタナㇺ ヴリニーッシュヴァ 

スヴァヤㇺ チャ ジーヴァ シャラドー ヤーヴァディッチャシ 

 

【単語】英語版テキスト p.37 下段。 

・シャターユシャㇵ（śatāyuṣaḥ：１００年生きる）［それほどの長寿］ 

・プットラ パウットラーン（putra-pautrān：息子や孫） 

・ヴリニーッシュヴァ（vṛṇīṣva：選ぶ） 

・バフーン（bahūn：たくさんの） 

・パシューン（paśūn：家畜）［雌牛］ 

・ハスティ（hasti：象） 

・ヒランニャム（hiraṇyam：金・銀・ダイヤモンドなどの宝石、富） 

・アッシュヴァーン （aśvān：馬） 

 

・ブーメーㇶ（bhūmeḥ：地上の） 

・マハット（mahat：広大な） 

・アーヤタナム（āyatanam：領地） 

・ヴリニーッシュヴァ（vṛṇīṣva：選ぶ） 

・スヴァヤム（svayam：あなた自身） 

・チャ（ca：そして） ・ジーヴァ（jīva：生きる） 

・シャラダㇵ（śaradaḥ：秋）［many seasons（たくさんの季節）］ 

・ヤーヴァト（yāvat：～するかぎり） ・イッチャシ（icchasi：あなたは望む） 

 

【訳】英語版テキスト p.38 上段。 

［ヤマは言った］息子や孫たちの長寿を選び、それを願いなさい。たくさんの雌

牛や象や馬を願いなさい。莫大な黄金を願いなさい。広大な領地を願いなさい。

［健康な体で］あなたの好きなかぎり長く生きるがいい。 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.48、8 行目。 

ヤマは言った。「１００年生きる子や孫を、象、馬、牛の群れ、そして黄金を選

びなさい。地上の広大な土地を選び、そこであなたが好きなだけ（限定無限）生

きなさい」 
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≪第２４節≫ 

【節】英語版テキスト p.38 下段。 

etattulyaṁ yadi manyase varaṁ vṛṇīṣva vittaṁ cirajīvikāṁ ca; 

エータットゥルイヤㇺ ヤディ マンニャセー ヴァラㇺ 

ヴリニーッシュヴァ ヴィッタㇺ チラジーヴィカーㇺ チャ； 

mahābhūmau naciketastvamedhi kāmānāṁ tvā kāmabhājaṁ karomi. 

マハーブーマゥ ナチケータッストヴァメーディ 

カーマーナーㇺ トヴァー カーマバージャㇺ カローミ 

 

【単語】英語版テキスト p.38 下段。 

・エータット（etat：これ） 

・トゥルイヤム（tulyam：～に等しい） 

・ヤディ（yadi：もし） 

・マンニャセー（manyase：あなたが考える） 

・ヴァラム（varam：願い、恩恵） 

・ヴリニーッシュヴァ（vṛṇīṣva：選ぶ） 

・ヴィッタム（vittam：富） 

・チラ ジーヴィカーム チャ（cira-jīvikām ca：そして長寿を）［チラ＝永遠］ 

 

・マハー ブーマウ（mahā-bhūmau：広大な領地） 

・トゥヴァム（tvam：あなた） ・エーディ（edhi：～となろう） ［= will be］ 

・カーマーナーム（kāmānām：［神々や人間が切望する］すべてのものを） 

・トゥリティーヤム ヴァラム （tṛtīyam varam：三番目の願い） 

・トヴァー（tvā：あなた） 

・カーマバージャム（kāmabhājam：楽しむのに適した） 

・カローミ（karomi：～にする） ［= make］ 

 

【訳】英語版テキスト p.39 上段。 

もし他に、これと同じぐらいの良い恩恵を、あなたが考えつくならば、それを望

むがよい。富を選びなさい。長寿や、王になることを選びなさい。神々や人間が

切望するものを何でも願い出なさい。私はあなたをその享受者にしてあげよう。 

 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.48、9 行目。 

もしあなたが他の願いを考えるならば、それを選びなさい。ナチケータスよ、広

大な王国の王になれ。私があなたをすべての欲求を享受する人にしよう。──甘

美な快楽だけでなく、想像を超えた権力を願って、その悦びを味わえ。おお、ま

ことに、私は汝を、あらゆる良きことを味わう至上の享受者にしよう。 
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≪第２５節≫ 

【節】英語版テキスト p.39 下段。 

ye ye kāmā durlabhā martyaloke sarvān kāmāṁśchandataḥ 

prārthayasva； 

イェー イェー カーマー ドゥルラバー マルティヤローケー 

サルヴァーン カーマームシュチャンダタㇵ プラールタヤスヴァ； 

imā rāmāḥ sarathāḥ satūryā na hīdṛśā lambhanīyā manuṣyaiḥ； 

イマー ラーマーㇵ サラターㇵ サトゥーリヤー 

ナ ヒードリッシャー ラㇺバニーヤー マヌシュャイㇶ； 

ābhirmatprattābhiḥ paricārayasva naciketo maraṇaṁ mā‘nuprākṣīḥ. 

アービルマップラッタービㇶ パリチャーラヤスヴァ 

ナチケートー マラナㇺ マーヌプラークシーㇶ 

 

【単語】英語版テキスト p.40 上段。 

・イェー イェー（ye ye：～するものはなんでも） 

・カーマーㇵ（kāmāḥ：欲望の対象） 

・ドゥルラバーㇵ（durlabhāḥ：手に入れることが難しい） 

・マルティヤローケー（martyaloke：この世［現世］で） 

・サルヴァーン（sarvān：すべての） 

・カーマーン（kāmān：願い、願いの対象） 

・チャンダタㇵ（chandataḥ：その願いがあるなら） 

・プラールタヤスヴァ（prārthayasva：願い出てください） 

 

・イマーㇵ（imāḥ：これらの） 

・ラーマーㇵ（rāmāḥ：美しい天女たち） 

・サ ラターㇵ（sa-rathāḥ：馬車に乗り） 

・サ トゥーリヤーㇵ（sa-tūryāḥ：楽器を演奏する） 

・ナ（na：～ではない） ［= not］ 

・ヒ（hi：まったく、本当に） 

・イードリッシャーㇵ（īdṛśāḥ：これらのような） 

・ラㇺバニーヤーㇵ（lambhanīyāḥ：得られる） 

・マヌッシュャイㇶ（manuṣyaiḥ：ふつうの人間） 

 

・アービㇶ（ābhiḥ：それら［天女たち］を） 

・マット プラッタービㇶ（mat prattābhiḥ：私によって） 

・パリチャーラヤスヴァ（paricārayasva：［美しい女性たちが］仕える） 

・ナチケータㇵ（naciketaḥ：おお、ナチケーターよ） 
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・マラナム（maraṇam：死）［たとえば魂のように、死後に続くものについて］ 

・マー アヌプラークシーㇶ（mā anuprākṣīḥ：尋ねないでください） 

 

【訳】英語版テキスト p.40 中段。 

この世には多くの快楽があるが、中には到底得ることなど出来そうにないもの

もある。しかし、もしあなたがそれを望むなら、あなたは何でもそれを選び取る

ことができる。たとえば、馬車に座って音楽を奏でる天女たちを選びなさい。そ

れは普通の人間には手に入らないもの［天国に行かなければ楽しめないもの］だ。

しかしもし、あなたが望むなら、私は彼らをあなたに差し上げ、あなたに仕えさ

せよう。だからどうか、ナチケータスよ、死と、死後に続く何かについて、私に

尋ねないでください」 

  

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.48、13 行目。 

眺めるだけでも美しく、本来ならば死すべき者たちには与えられない、天上の乙

女たち──彼女たちでさえ、輝く馬車に乗せて、種々の楽器を持たせ、汝のもと

に遣わし、汝に仕えさせよう。だが、ナチケータスよ、死の秘密を願うなかれ！」 
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≪第２６節≫ 

【節】英語版テキスト p.41 中段。 

śvobhāvā martyasya yadantakaitat sarvendriyāṇāṁ jarayanti tejaḥ； 

シュヴォーバーヴァー マルティヤッスヤ ヤダンタカイタッㇳ 

サルヴェーンドゥリヤーナーㇺ ジャラヤンティ テージャㇵ； 

api sarvaṁ jīvitamalpameva tavaiva vāhāstava nṛtyagīte. 

アピ サルヴァㇺ ジーヴィタマルパメーヴァ タヴァイヴァ 

ヴァーハースタヴァ ㇴリッティヤギーテー 

 

【単語】英語版テキスト p.41 中段。 

・シュヴァㇵ（śvaḥ：明日） 

・アバーヴァーㇵ（abhāvāḥ：続かない） 

［シュヴォーバーヴァーśvobhāvā：明日まで続かない ＝ 一時的なもの］ 

・マルティヤッスヤ（martyasya：死ぬべき運命のもの ＝ 人間） 

・ヤッㇳ（yat：これらすべては） 

・アンタカ（antaka：英語ではEnder、終わらせる人 ＝ 死神） 

・エータッㇳ（etat：これらすべては） 

・サルヴェーンドゥリヤーナーㇺ（sarvendriyāṇām：すべての感覚を） 

・ジャラヤンティ（jarayanti：使い尽くす、消耗させる） 

・テージャㇵ（tejaḥ：活力、力） 

 

・アピ（api：だけでなく、また） ［= also］ 

・サルヴァㇺ（sarvam：すべて） 

・ジーヴィタㇺ（jīvitam：生命） ・アルパㇺ（alpam：短い） 

・エーヴァ（eva：～でさえ） ［= even］ 

・タヴァ（tava：あなたの） 

・ヴァーハーㇵ（vāhāḥ：馬車） 

・ㇴリッティアギーテー（nṛtyagīte：踊りや歌） 

 

【訳】英語版テキスト p.41 下段。 

［ナチケーターは言った］「死神よ。これらの楽しみはすべて一時的です。それだけ

でなく感覚の力を消耗させます。長生きしても（永遠に比べれば）短いです。馬車や

踊りや歌はあなた自身のために取っておいてください。 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.49、1 行目。 

しかし、ナチケータスはじっと立ちつくして言った。「それらのものは遠くない未来に

消え去ります。そして、おお、生の破壊者よ、それらがもたらす快楽は感覚器官をすり

へらします。馬や戦車、歌や踊りは、あなた自身のために取っておきなさい！ 
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≪第２７節≫ 

【節】英語版テキスト p.42 下段。 

na vittena tarpaṇīyo manuṣyo lapsyāmahe vittamadrākṣma cettvā； 

ナ ヴィッテーナ タルパニーヨー マヌッショー ラプスヤーマヘー 

ヴィッタマッドゥラークシュマ チェーットヴァー； 

jīviṣyāmo yāvadīśiṣyasi tvaṁ varastu me varaṇīyaḥ sa eva. 

ジーヴィッシヤーモー ヤーヴァディーシッシュヤシ トゥヴァㇺ 

ヴァラストゥ メー ヴァラニーヤㇵ サ エーヴァ 

 

【単語】英語版テキスト p.42 下段。 

・ナ（na：～でない）［= not］ 

・ヴィッテーナ（vittena：富によって、お金によって） 

・タルパニーヤㇵ（tarpaṇīyaḥ：満足する） 

・マヌッシャㇵ（manuṣyaḥ：人間は）人はお金で満足することはできない。 

・ラプスヤーマヘー（lapsyāmahe：～を得るだろう）［未来形］ 

・ヴィッタㇺ（vittam：富、お金） 

・アドゥラークシュマ（adrākṣma：見た）［死神ヤマを見たときから］ 

・チェーㇳ（cet：～なので、～のときから ）［= since / if］ 

・トゥヴァー；（tvā：あなた） 

 

・ジーヴィシヤーマㇵ（jīviṣyāmaḥ：生きる） 

・ヤーヴァㇳ（yāvat：～のかぎり） ［= so long］ 

・イーシッシュヤシ（īśiṣyasi：（死神としての）権限を持つ、采配をふるう） 

・トゥヴァㇺ（tvam：あなた） 

・ヴァラㇵ（varaḥ：恩恵） 

・トゥ（tu：～だけ） 

・メー（me：私に） 

・ヴァラニーヤㇵ（varaṇīyaḥ：価値のある） 

・サㇵ（saḥ：それ） ・エーヴァ（eva：本当に） 

 

【訳】英語版テキスト p.43 上段。 

人は富で満足することはできません。私はあなたを見たときから、自分が富を

得ることを疑っていません。また私はあなたが死神としての采配をふるうま

で、生きることでしょう。ですから私は他の恩恵は求めません。 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.49、3 行目。 

おお、死の神よ、一度あなたの顔を見た者が、どうして富を願うでしょうか。否、

私が選んだこの恩恵のみを──それのみを、私は願います。 
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≪第２８節≫ 

【節】英語版テキスト p.44 上段。 

ajīryatāmamṛtānāmupetya jīryanmartyaḥ kvadhaḥsthaḥ prajānan； 

アジーリヤターマムリッターナームペーティヤ ジーリヤンマルティヤㇵ 

クヴァダㇵスタㇵ プラジャーナン； 

abhidhyāyan varṇaratipramodā -natidīrghe jīvite ko rameta. 

アビッディヤーヤン ヴァルナラティップラモーダー ナティディールゲー 

ジーヴィテー コー ラメータ 

 

【単語】英語版テキスト p.44 中段。 

・クヴァダㇵスタㇵ（kvadhaḥsthaḥ：天国の下の世界で）［この世界で］ 

［ク（ku：不足を表す接頭辞）アダㇵ（adhaḥ：下に）スタㇵ（sthaḥ：存在する）］ 

・ジーリヤン（jīryan：衰え、衰退） 

・マルティヤㇵ（martyaḥ：死す運命のもの） 

・アジーリヤターㇺ（ajīryatām：衰えない） 

・アムリッターナーㇺ（amṛtānām：死なないもの） 

・ウペーティヤ（upetya：～に会って）； 

・プラジャーナン；（prajānan：悟る） 

 

・ヴァルナ‐ラティ‐プラモーダーン 

（varṇa：美しい女性と、rati：遊ぶ、pramodān：世俗的な楽しみ） 

・アビッディヤーヤン（abhidhyāyan：深く考える：＜dhyāyan 瞑想） 

［識別する、比べる（一時的と永遠・有限と無限・相対と絶対を比べる）］ 

・アティディールゲー（atidīrghe：長い） 

・ジーヴィテー（jīvite：命） 

・カㇵ（kaḥ：誰が） 

・ラメータ（rameta：楽しむ、喜ぶ） 

 

【訳】英語版テキスト p.44 下段。 

天国の下のこの世界では衰えて死ぬ運命だと知る者が、また、たとえ美しい女

性であろうとも感覚の喜びには終わりがあると知る者が、より高いものを与え

ることができる不滅の存在を知るようになって深く考えたとき、誰がわざわざ

長い寿命を願ったりするでしょうか？ 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.49、5 行目。 

あなたを知ることによって、不滅のもの、不死のものとの交わりを得、そして、

肉体の無常を知り尽くした──その私が、老衰と死とをまぬがれ得ぬこの私が、

どうして長命を願うでしょうか」 
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≪第２９節≫ 

【節】英語版テキスト p.45 下段。 

yasminnidaṁ vicikitsanti mṛtyo yatsāmparāye mahati brūhi nastat； 

ヤスミンニダㇺヴィチキッツァンティムリッティヨー 

ヤッㇳサームパラーイエーマハティブルーヒナスタット； 

yo’yaṁ varo gūḍhamanupraviṣṭo nānyaṁ tasmānnaciketā vṛṇīte. 

ヨーヤㇺヴァローグーダマヌプラヴィシュトーナーニヤㇺ 

タスマーンナチケーターヴリニーテー 

 

【単語】英語版テキスト p.45 下段。 

・ムリッティヨー（mṛtyo：おお死神よ）・ヤスミン（yasmin：～について） 

・イダㇺ（idaṁ：これ）［魂があるかどうかの質問］ 

・ヤッㇳ（yat：それ） 

・ヴィチキッツァンティ（vicikitsanti：討論する）［死後についての議論］ 

・タッㇳ（tat：それ）［魂について］ 

・マハティ（mahati：偉大な） 

・サームパラーイエー（sāmparāye：別の偉大な場所）［＝解脱／天国］ 

・ナㇵ（naḥ：私たちに） ・ブルーヒ（brūhi：説明する） 

 

・ヤㇵアヤㇺヴァラㇵ（yaḥayamvaraḥ：（魂に関する）その特定の恩恵） 

［ヤㇵ（yaḥ：～のもの）アヤㇺ（ayam：この）ヴァラㇵ（varaḥ：恩恵）］ 

・グーダㇺ（gūḍham：秘密の） 

・アヌプラヴィシュタㇵ（anupraviṣṭaḥ：明らかにするのがとても難しい） 

・タスマーㇳ（tasmāt：それを除いて） 

・アンニャㇺ（anyam：他の）［他の恩恵、願い］ 

・ナチケーターナヴリニーテー（naciketā na vṛṇīte：ナチケーターは～を要

求しない）［ナチケーターは別の願いをかなえて欲しいとは考えていない］ 

 

【訳】英語版テキスト p.46 中段。 

「おお死神よ。魂はあるのかないのかはいつも議論されていますが、この質問は、死

後の世界と、解脱に関連するとても重要な質問です。それは神秘（秘密にされている

もの）で、明らかにすることは難しいし、多くの調査が必要です。だからどうぞそれ

を私に説明してください」ナチケーターは他の恩恵は望まなかった。 

【訳】協会書籍『ウパニシャッド 改訂版』p.49、8 行目。 

「語ってください、王よ、それに関して人々が疑念を抱くところの最高の秘密を。私は

他の恩恵を願いません」そこで、死の王は、内心大いに喜び、ナチケータスに不死の秘

密を教え始めた。 


